
⽇ 時 ︓平成３０年４⽉２１⽇（⼟）15:30~17:30（受付15:00〜）
場 所 : 医療法⼈⾹徳会 メイトウホスピタル B棟３階
対 象 ︓名東区及び近隣で在宅医療・介護・福祉に従事している⽅。
申込⽅法 ︓ 別紙参加申込書で平成30年４⽉１３⽇（⾦）までに

FAXでお申込み下さい。
参 加 費 ︓ 無 料
定 員 ︓64名

平成３０年度 第１回 名東区多職種連携研修会
「地域包括ケア研修会」

テーマ 多職種・地域連携で取り組もう、
多剤併用（ポリファマシー）対策

主催： 名東区医師会 、 名古屋市医師会名東区在宅医療・介護連携支援センター
協力： 医療法人香徳会 メイトウホスピタル 、 名東薬剤師会

問い合わせ先 一般社団法人名古屋市医師会 名東区在宅医療・介護連携支援センター
電話：052-702-0874 FAX：052-702-0876

講師紹介プログラム

講 演
愛知医科大学医学部

地域医療教育学寄附講座
教授 宮田靖志先生

事例紹介
医療法人香徳会メイトウホスピタル

診療技術部部長 薬剤師 浅井憲和氏

名東薬剤師会 在宅担当理事
たかばり調剤薬局 薬剤師 岩佐行記氏

グループワーク
多剤併用は、「必要以上に多く薬剤を服用してい
る状態」「（多剤併用により)有害事象が起こって
いる状態」を指す言葉です。在宅療養者、特に
高齢者は加齢とともに複数の疾患を合併する
ことが多く、多剤併用に陥りやすい状況にありま
す。多職種で事例をもとに多剤併用対策について
考えましょう

1988年自治医科大学卒業後、地域医療に
従事。2000年札幌医大地域医療総合医学
講座、2006年札幌医大地域医療総合医学

講座、北海道大学病院地域医療指導医支
援センター（卒後臨床研修センター）等を経
て、2016年愛知医科大学医学教育センター
入職。2016年11月から現職。

著書

患者さん中心でいこう、ポリファーマシー対
策～意思決定の共有と価値観に基づく医
療の実践～（日本医事新報社） 等



参加者⽒名 所属（事業所名） 職種

（連絡先 TEL： － ）

※定員 64 名になり次第締め切らせて頂きます。
定員となった場合、申込書が届きましたらセンターからご連絡いたします。
また定員となった際は、名古屋市医師会在宅医療・介護連携⽀援センターHP
（http://zaitakukaigo.nagoya/）でご報告いたします。
ご確認よろしくお願いいたします。

平成３０年度 第１回 名東区多職種連携研修会 「地域包括ケア研修会」

参加申込書

FAX：052-702-0876
送信先：名古屋市医師会 名東区在宅医療・介護連携支援センター 宛

一方通行

【開催場所】
医療法⼈⾹徳会
メイトウホスピタル
B棟３階

【住所】
名東区上社3-1911

【当⽇連絡先】
名東区在宅医療・

介護連携⽀援センター
TEL 052-702-0874

※⾞でお越しの⽅は、駐⾞券を、
会場までお持ちください。

※駐⾞場に限りがございますの
で、公共交通機関をご利⽤くだ
さい。


